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 注目すべきは、いま挙げた作例がいずれも具体的な、目に見える窓に即したもので
あったのに対し、ペクインヘさんの思考には別のタイプの「窓」、あえて言うなら内面
的かつ概念的な、目には見えない窓への想いがあり、本論文の重要性はむしろここに
あるのではないかということです。具体的には、ジュゼッペ・ペノーネ（アルテ・ポ
ーヴェラに分類されるイタリアの作家）の部屋の四方の壁に本物の月桂樹の葉を貼り
つめ放置したインスタレーションにいたく感激した画家は、「形態的には、あるいは一
見したところ、窓には見えないが、作品を通じて鑑賞者と交感し心に感動を与えるな
らば、それも‘窓’ではないか」(pp.36-37)と感じるのです。物理的な形式としての
窓がここでは明らかに概念化されており、これをそのまま承認できるかどうかは意見
の分かれるところでしょう。しかし、レイチェル・ホワイトリード（1963年生まれの
まだ若い作家だが、ターナー賞も受けており、識者に評価が高い）の、例えば室内に
設置された事物をネガとし、事物と事物の隙間ないし空間をポジとすることで、通常
の実と虚の関係を反転させた作品を持ち出し、そこにも内と外との交流つまり「窓」
があると主張されると、こうした窓の内面化なり概念化にそれなりの説得力があるこ
とを認めざるを得なくなります。 
 さらに注目すべきは、内と外との概念的な交流ないし意思疎通としての「窓」に作
者がある種の空虚もしくは空白、より具体的には時間性の問題を直観したことです。
ハイデッガーの『存在と時間』を援用しつつ、ここでなされる議論にはイヴ・クライ
ンの「空虚」（Le vide）展（1958年、パリ）や李禹煥の余白論などが参照されていま
す。まだまだ不備があるとはいえ、ここには「窓」を壁の単なる出入り口や通路とし
てみなすのではなく、むしろ余白つまり、地と図の関係にとらわれない自在な広がり
として、より深く考察しうる可能性が開かれていることは否定できません。これを、
人間が人間であることと、窓が窓であることは本質的に同じ事態を表すと言い換える
こともできるでしょう。 
 制作者が論文を仕上げることの大いなる利点は、それによって作品と作者にたいす
る理解がより深まることにあります。例えば、コンテで塗り上げた支持体を消しゴム
で消しながら描いていくのは、ペクインヘさんに特徴的な手法ですが、ここには「壁」
に対する明らかな「窓」作り、つまり人間性の回復を目指す隠喩的な行為が胚胎され
ていること－これは本論文を精読することによって初めて明白に理解できることと言
えるのです。 
 
（本江 邦夫） 
 
  
 
 
